
　（別紙４（２）） 麦の家・ぶどうの木（Ⅰ）（Ⅱ）

目標達成計画 作成日: 平成22年3月30日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

運営に関する利用者、家族等意見の反映。 お便り発行時や家族会の際に、要望等出し
てもらえるよう、意識的に働きかけ、より“声”
をあげやすい体制つくりをする。

運営推進会議にはかり、まずは委員達が利用
者・職員達と、おやつを共にする時を作り５月か
ら実施する。他に苦情解決委員会メンバーに改
めて接触し機能の再生化について相談を始め
た。（３月中旬～）

6ヶ月

2 23

思いや意向の把握。 その人らしい生活をさらに支援するために、
アセスメント用紙等記録の整備をし課題を明
確にし、ケアプランに活かしていく。

３月中旬にすべての利用者についてセンター方
式によるアセスメントを行い、記録し３月の家族
会にも報告した。当ホームは、月に数回の家族
（親戚・友人）の訪問を利用条件にしており、そ
の人々と利用者・職員の話し合いを通して関係
を深めケアに有効な生活暦等を得る。

３ヶ月

3 33

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援。 ホームとして、主治医や家族と話し合いを進
めながら、終末期を支援してきた。さらに、家
族や本人等と、意思確認書など文章化し、
話し合いの経過もすぐにわかるように記録
する。

３月のスタッフミーティングにて話し合い、本人・
家族・主治医ホームが理解・共有することので
きる麦の家のフォーマット作成に取り掛かること
にした。個別的な課題や望み等の変化にも注
目し、記録できるようにする。

6ヶ月

4 36

一人ひとりの尊重とプライバシーの確保。 居室におけるポータブルトイレでの排泄や洗
濯干し、個人情報の保護など生活場面にお
いて、対応の仕方等見直していくことで、一
人ひとりの尊重とプライバシーの確保をす
る。

３月のスタッフミーティングで話し合いさらに意
識化し、個々人の具体的な場面やニーズ・状況
について再度アセスメントしている。ついたて等
の利用については、家族と個別的に話し合っ
た。乾燥機がないため洗濯干しについては今
後具体策を検討していく。

6ヶ月

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

目標達成計画 (ぶどうの木（Ⅰ）) 23 (株)マスネットワーク
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